
取組と目標に対する自己評価シート（フェイスシート） 

 

タイトル 認知症施策の推進 

 

現状と課題 

令和元(2019)年６月に国が決定した認知症施策推進大綱の中では、「認知症の人やその家族

の視点を重視」し、認知症になっても希望を持って日常生活を過ごせる社会を目指すことと

されています。あわせて、認知症基本法（仮称）の制定に向けて議論を加速させるなど、国

を挙げて認知症の人やその家族の支援を充実させる機運が高まっていることから、本市にお

いても第８期計画期間中に、認知症施策のさらなる充実・推進に向けて重点的に取り組んで

いきます。 

第８期における具体的な取組 

認知症カフェ（認知症の有無を問わず過ごせる環境を作り、認知症の人やその家族、地域の

人が気軽に立ち寄れる集いの場）」への支援 

目標（事業内容、指標等） 

             令和３(2021)年度 令和４(2022)年度 令和５(2023)年度 

認知症カフェ開催回数    ７２回      ７２回      ９６回 

認知症カフェ参加延べ人数  ２００人     ２００人     ６００人 

目標の評価方法 

⚫ 時点 

□中間見直しあり 

☑実績評価のみ 

⚫ 評価の方法 

・認知症カフェの開催回数及び参加延べ人数の計上 

 


